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総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
事
前
に
議

案
書
を
全
会
員
に
配
布
し
て
出
席
要
請

し
た
結
果
、
当
日
出
席
は
82
名
、
委
任

状
提
出
は
５
１
９
名
と
な
り
、
定
款
で

定
め
る
総
会
成
立
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
、
午
後
４
時
15
分
に

開
会
し
、
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

池
田
求
会
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
事
の
前
に
行
わ
れ
た
令
和
５
年
度

功
労
者
表
彰
式
で
、
永
年
勤
続
功
労
者
、

会
員
増
強
に
尽
力
さ
れ
た
役
員
、
目
標

を
達
成
し
た
地
区
、
研
修
会
等
事
業
推

進
者
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
13
回
通
常
総
会
が
５
月
22
日
㈬
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田
で
開
催
さ
れ
、

議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告

と
収
支
決
算
の
説
明
が
あ
り
、
監
査
報

告
の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
と

収
支
予
算
に
つ
い
て
は
理
事
会
の
承
認

を
受
け
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
酒
田
税
務
署
長　

二
瓶
克

美
様
、
山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
長　

村

山
朋
也
様
の
お
二
方
か
ら
来
賓
を
代
表

し
て
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
総
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
講

演
会
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政

策
学
部
教
授
の
廣
瀬
陽
子
氏
か
ら
約

１
３
０
名
の
聴
衆
を
前
に
、「
世
界
情

勢
と
日
本
の
将
来
」
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
の
懇
談
会
に
は
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

〜
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
〜

JJJJJ

JJJJJ

挨拶する 池田 会長

⑴
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

　
　

高　

橋　

竹　

夫

　
　
　

高
橋
竹
夫
税
理
士
事
務
所

　
　

石　

塚　

朋　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
職
員

⑵
会
員
増
強
運
動

　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰

　
　

上　

林　

直　

樹

　
　
　
　
　
　
　

㈱
上
林
鉄
工
所

⑶
会
員
増
強
運
動

　
　
目
標
達
成
地
区
表
彰

　

北
部
地
区

　
　

大　

場　

弥　

市

　
　
　
　
　
　
　
　

大
場
建
設
㈱

⑷
会
員
増
強
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
表
彰

　

北
部
地
区

　
　

大　

場　

弥　

市

　
　
　
　
　
　
　
　

大
場
建
設
㈱

⑸
研
修
会
等

　
　
　
事
業
推
進
者
表
彰

　
　

土　

門　

雅　

仁

　
　
　

Ｔ
＆
日
本
メ
ン
テ
開
発
㈱

　
　

熊　

谷　

芳　

則

　
　
　
　

㈱
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
酒
田

表
彰
を

受
け
ら
れ
た
皆
様

（
敬
称
略
）
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令
和
６
年
度

　
　
事
業
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
第
13
回
通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
た

「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
」
は
令
和
５
年
度
第
４
回
理

事
会
で
承
認
を
受
け
て
報
告
し
た
も

の
で
す
。

基　
本　
方　
針

　

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
努
め
、
税
制
に
関
す
る
提
言
を

行
う
と
と
も
に
、
公
益
性
の
高
い
社

会
貢
献
事
業
を
推
進
し
、
併
せ
て
組

織
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
会
員

増
強
と
、
会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓

発
の
支
援
に
努
め
、
加
え
て
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

企
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

公
１
の
事
業

　

適
正
で
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の

維
持
発
展
を
図
る
た
め
、
会
員
以
外

の
企
業
も
含
め
て
税
法
・
税
務
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
同
時
に
税

務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め

に
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
制
改
正
に
関
す
る
活
動
は
、
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

法
人
会
の
主
た
る
活
動
で
あ
り
、
全

法
連
に
よ
る
内
閣
・
主
要
政
党
に
対

す
る
税
制
改
正
提
言
活
動
と
連
動
し
、

当
会
の
独
自
提
言
も
加
え
て
地
元
自

治
体
と
議
会
に
提
言
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

租
税
教
育
事
業
と
し
て
、
未
来
の

納
税
者
で
あ
る
小
学
生
か
ら
税
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、

「
出
前
租
税
教
室
」
を
、
酒
田
市
無

形
民
俗
文
化
財
「
庄
内
出
羽
人
形
芝

居
」
の
津
盛
柳
貮
郎
氏
と
連
携
し
て

浜
田
、
松
原
、
新
堀
、
一
條
の
４
小

学
校
で
実
施
し
ま
す
。「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い

て
は
、
酒
田
市
と
遊
佐
町
の
全
小
学

校
の
６
年
生
を
対
象
に
広
く
募
集
し
、

優
秀
作
品
は
、
確
定
申
告
の
期
間
中

に
申
告
会
場
と
市
役
所
に
展
示
し
て

市
民
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
て
事
業
の
際
に
掲
示

し
ま
す
。公

２
の
事
業

　

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
、

社
会
の
健
全
な
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
広
く
一
般
企
業
や
住

民
を
対
象
に
し
て
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
多
彩
な
社
会
貢
献
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
原

則
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
、
地
域

企
業
と
地
域
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
公
１
と
公
２
の
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
社

団
法
人
に
課
さ
れ
て
い
る
公
益
事
業

比
率
な
ど
、
３
つ
の
財
務
基
準
を
満

た
す
こ
と
に
配
慮
し
た
運
営
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
流
事
業
等

　

会
員
企
業
や
従
業
員
の
福
利
厚
生

制
度
と
し
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
、

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
、
ア
フ
ラ
ッ
ク

生
命
保
険
㈱
の
保
険
三
社
と
連
携
し

て
、
会
員
企
業
に
情
報
提
供
、
普
及

に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
書
籍
の
販
売
を
す
る

【
収
１
】
事
業
や
会
員
相
互
の
親
睦

交
流
を
図
る
【
他
１
】
事
業
も
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
織
強
化
と
活
発
な
活
動
を
継
続

す
る
た
め
に
は
組
織
の
強
化
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
も
会
員
数
が

減
少
す
る
中
、
当
地
域
に
お
い
て
も

稼
働
法
人
の
減
少
傾
向
も
重
な
り
、

同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
５
類

感
染
症
と
な
り
、
社
会
活
動
も
コ
ロ

ナ
以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
数
年
、
当
会
に
と
っ
て

も
そ
の
影
響
は
甚
大
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
当
会
と
し
て
も
で
き
る
こ

と
を
全
力
で
行
い
、
会
員
拡
大
に
つ

い
て
も
理
事
会
、
地
区
役
員
会
を
中

心
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
も
繋
が
り
を
駆
使
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
来
賓
挨
拶
●

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
長

　
　
　
村　
山　
朋　
也
様

酒
田
税
務
署
長

　
　
　
二　
瓶　
克　
美
様

公益社団法人 酒 田 法 人 会 令和６年７月１日　第26号 ⑵　



第13回 通常総会 記念講演会

世界情勢と日本の将来
慶應義塾大学総合政策学部教授　廣 瀬 陽 子 　氏

【
リ
ベ
ラ
ル
国
際
主
義
の
揺
ら
ぎ
】

　

安
全
と
繁
栄
に
向
け
て
各
国
が
協

調
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
皆
の
利

益
を
考
え
て
主
体
的
に
協
調
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル

国
際
秩
序
が
崩
れ
て
き
て
い
る
。
リ

ベ
ラ
ル
国
際
秩
序
を
乱
す
ア
ク
タ
ー

と
し
て
近
年
深
刻
な
の
が
米
英
の
変

容
と
中
露
の
動
き
で
、
自
国
の
狭
い

利
益
だ
け
を
追
い
求
め
る
国
も
増
加

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
「
力
に
よ
る
現

状
変
更
」
と
い
う
許
し
難
い
行
為
。

　

リ
ベ
ラ
ル
の
衰
退
と
並
行
し
て
起

き
て
い
る
の
が
、
権
威
主
義
的
立
憲

体
制
の
拡
大
。
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
の
よ

う
な
反
民
主
的
な
動
き
を
更
に
強
化

し
、
確
実
に
権
威
主
義
体
制
を
拡
大

し
て
い
っ
た
。

【
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
潮
流
】

２
０
１
６
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｒ
Ｅ

Ｘ
Ｉ
Ｔ
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
と
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙
で
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕

生
は
、
世
界
の
民
主
主
義
に
大
き
な

危
機
感
を
与
え
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
多
く
の
極
右
政
権
が
台
頭
し
た
。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
大
衆
に
訴
え
か

け
る
、
逆
に
言
う
と
反
エ
リ
ー
ト
主

義
、
反
既
得
権
益
主
義
と
も
言
え
る
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
諸
刃
の
剣
で
、
大

き
な
効
果
と
危
険
が
表
裏
一
体
と
な

っ
て
存
在
し
て
い
る
。
民
主
政
治
は
、

常
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
陥
る
可
能
性

を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
阻
止
で
き

る
か
ど
う
か
は
指
導
者
の
手
腕
次
第

に
な
る
。

　

欧
米
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
爆
発
さ

せ
た
要
因
、
問
題
の
最
大
の
核
心
は

格
差
に
あ
る
。
格
差
を
拡
大
さ
せ
た

と
す
る
移
民
・
治
安
・
失
業
を
武
器
に
、

右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
勢
力
を
拡
大

し
た
。

　

世
界
を
不
安
定
化
さ
せ
て
い
る
の

が
中
露
の
反
リ
ベ
ラ
ル
的
動
向
。
両

国
は
権
威
主
義
で
、
軍
拡
も
展
開
し

て
い
る
。
さ
ら
に
深
刻
な
の
が
シ
ャ
ー

プ
パ
ワ
ー
と
サ
イ
バ
ー
攻
撃
。

【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
の
脅
威
】

　

ロ
シ
ア
が
用
い
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
戦
争
は
、
政
治
的
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
軍
事
的
脅
迫
と
そ
れ
以

外
の
様
々
な
手
段
を
組
み
合
わ
せ
た
、

つ
ま
り
正
規
戦
と
非
正
規
戦
を
組
み

合
わ
せ
た
戦
争
の
手
法
。
サ
イ
バ
ー

攻
撃
・
情
報
戦
・
宣
伝
戦
・
政
治
的

脅
迫
な
ど
か
ら
、
軍
事
的
脅
迫
、
最

後
の
段
階
が
正
規
軍
に
よ
る
本
格
的

な
戦
争
と
、
段
階
が
上
が
る
に
つ
れ

フ
ェ
ー
ズ
が
上
が
っ
て
い
く
。

　

リ
ベ
ラ
ル
な
我
々
は
何
が
で
き
る

か
と
い
う
と
、
結
局
制
裁
し
か
で
き

な
い
。
武
力
を
使
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
制
裁
の
効
果
は
確
実
に
出
て
い

る
が
、
ロ
シ
ア
国
民
に
は
響
い
て
い
な

い
。
一
方
で
、
制
裁
を
か
け
た
側
も
返

り
血
を
浴
び
、
そ
れ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

疲
れ
み
た
い
な
も
の
に
つ
な
が
っ
て
い

る
現
実
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
制
裁

の
報
復
措
置
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
食
糧
を
武
器
に
し
た
。
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
穀
物
価
格
の
高
騰

も
相
ま
っ
て
、
深
刻
な
イ
ン
フ
レ
が
世

界
中
で
起
き
て
い
る
。

【
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
存
在
感
】

　

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
は
、
ロ
シ
ア
が

穀
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
手
段
も

使
っ
て
支
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
国

連
の
ロ
シ
ア
非
難
動
議
な
ど
で
も
存

在
感
は
強
く
な
っ
て
い
る
。
い
か
に

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
を
取
り
込
む
か

が
専
制
主
義
国
家
に
と
っ
て
も
、
民

主
主
義
国
家
に
と
っ
て
も
重
要
な
問

題
に
な
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
は
、

ど
ち
ら
と
も
一
定
の
距
離
感
を
持
っ
て

最
大
限
の
利
得
を
得
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
で
中
露
は
、
上
海

協
力
機
構
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
な
ど
で
グ

ル
ー
プ
の
拡
大
を
行
っ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
契
機
に
、
新

た
な
世
界
秩
序
が
生
ま
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
制
裁
の
抜
け
穴
に

も
な
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
が
、

戦
争
の
今
後
の
す
う
勢
を
決
め
て
い

く
部
分
も
か
な
り
あ
る
と
言
え
る
。

他
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
で
見
え

た
、
史
上
類
を
見
な
い
国
際
協
調
へ

の
期
待
も
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
今

回
の
戦
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

い
か
に
国
連
な
ど
国
際
秩
序
維
持
装

置
が
機
能
不
全
か
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
や
は
り
国
連
改
革
や
、
戦
争
犯

罪
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
急

務
に
な
っ
て
い
る
。

【
世
界
と
日
本
の
課
題
】

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
長
期
化
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
日
本
は
同
志

国
と
強
調
し
つ
つ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
を
し
て
い
く
中
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

「
力
に
よ
る
現
状
変
更
」
を
絶
対
に
許

さ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
仮
に

許
し
て
し
ま
う
と
、他
国
な
ど
が
荒
々

し
い
手
段
に
出
て
く
る
可
能
性
も
高

い
と
言
え
る
。
ま
た
、
周
辺
国
の
存

在
が
ロ
シ
ア
の
継
戦
能
力
を
高
め
て

い
る
。
周
辺
国
は
バ
ラ
ン
ス
外
交
を

行
う
し
か
な
い
が
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の

中
に
日
本
は
入
っ
て
い
け
る
。
中
央

ア
ジ
ア
が
最
も
期
待
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
は
日
本
。
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

高
め
る
こ
と
で
、
和
平
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
も
で
き
る
。

　

日
本
も
中
露
な
ど
に
よ
る
サ
イ
バ

ー
攻
撃
・
情
報
戦
な
ど
で
攻
撃
を
日
々

受
け
て
い
る
。
特
に
、
情
報
戦
は
最

近
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
っ
て
、
よ
り
厄
介

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
常
に
情
報

戦
に
晒
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

認
識
し
な
が
ら
、
安
全
保
障
の
感
覚

を
多
面
的
に
高
め
て
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

講師プロフィール

慶應義塾大学総合政策学部卒業。東
京大学大学院法学政治学研究科修士
課程修了・同博士課程単位取得退学。
政策・メディア博士（慶應義塾大学）。
2016年より現職。国家安全保障局顧問
（2018-20）など、政府の委員等も数
多く歴任。専門は国際政治、旧ソ連地
域研究。著書「コーカサス　国際関係
の十字路」でアジア・太平洋賞特別賞
受賞。他に「ハイブリッド戦争」、「未承
認国家と覇権なき世界」など多数。
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これまでの会費 新しい会費（令和６年度から）

資本金または出資総額
会　　費 会　　費

正会員
賛助会員

正会員
賛助会員

一　般 協同組合等 一　般 協同組合等

1円以上 ～ 300万円未満 3,000円 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 4,000円

300万円以上 ～ 500万円未満 5,000円 3,000円 3,000円 6,000円 4,000円 4,000円

500万円以上 ～ 1,000万円未満 7,000円 3,500円 3,500円 9,000円 4,500円 4,500円

1,000万円以上 ～ 2,000万円未満 9,000円 4,500円 4,500円 11,000円 5,500円 5,500円

2,000万円以上 ～ 3,000万円未満 12,000円 6,000円 6,000円 15,000円 7,500円 7,500円

3,000万円以上 ～ 5,000万円未満 15,000円 7,500円 7,500円 18,000円 9,000円 9,000円

5,000万円以上 20,000円 10,000円 10,000円 24,000円 12,000円 12,000円

系列法人
非営利法人

（賛助会員のうち　個人）
3,000円 4,000円

　第12回通常総会（令和５年５月24日開催）において会費規程の一部改正が承認され、令和６年度から会費が変
わりました。
　引き続き、税のオピニオンリーダーとして積極的な活動を展開し、社会の繁栄に寄与して参りますので、ご理
解とご協力をよろしくお願いします。
　来年度以降、口座振替での納付を希望される場合は事務局までご連絡ください。

令和６年度から会費が変わりました令和６年度から会費が変わりました

新会員のご紹介新会員のご紹介
　令和５年度入会いただきました。どうぞよろしくお願いいたします。

（50音順　敬称略）

事　　業　　所 代　表　者 所　　在　　地 電話番号

アフラック代理店　鍋谷有史 鍋　谷　有　史 若宮町2-1-3-22 080-1842-2244

㈱カーメイクアズマ 村　上　浩　貴 東町1-18-5 21-3624

（同）合掌コーポレーション 後　藤　京　子 木川字東中道33-3 0235-64-8210

（同）可力 佐　藤　　　大 観音寺字町後31-24 28-9300

Qコーポレーション（同） 佐　藤　久　介 幸町1-6-30 080-6018-3939

㈱シナリーラフィーネ 庄　司　和　文 みずほ2-19-6 22-1117

㈲めぐみ薬局 住　田　常　喜 上野曽根字上中割73-2 35-8425

㈱モジャデザイン 佐　藤　辰　徳 末広町5-2 オフィス末広１F 32-9175
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　メディアでも名前をよく聞くChatGPT等の生成
AI。生成AIを実際にビジネスシーンで活用するた
めの具体的な方法を紹介します。
　ぜひ、この機会にご参加ください！

日時　令和６年９月18日㈬
　　　午後２時～４時30分
会場　酒田市総合文化センター
　　　　　　３０９、３１０号室
講師　イーンスパイア株式会社
　　　代表取締役　横

よこ
田
た
秀
しゅう
珠
りん

氏

生成ＡＩをビジネス活用する
ＤＸ基本セミナー（業務改善編）
～ ＤＸを推進して、日常業務を改善！
　　　　　人材不足も乗り切ろう!! ～

4月視聴ランキング

☆いつでも、どこでも、好きなだけご利用いただけ
　ます
☆映像と音声による本格的セミナーが受講できます
☆忙しくて研修会に参加できない方に最適です

インターネットセミナーの活用を！

◎視聴の仕方
酒田法人会のホームページから
【インターネットセミナー】
　　　　　　　　　　を選択
【酒田法人会様　ログイン】
　　　　　　　　　　を選択
ログインＩＤは【ｈｊ１７０９】
パスワードは【４７７２】

金沢事務局長ご勇退
　この度、平成30年４月から６年間、酒田法人会の事務
局長としてご尽力された金沢貞敏氏が５月末で退職され
ました。
　豊富な知識と優れた知見、持ち前の行動力を生かして、
長年法人会活動を
支えていただきま
した。
　長い間、本当に
ありがとうござい
ました。

経営
セミナー

感謝の花束贈呈感謝の花束贈呈
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第13回 通常総会が開催されました第13回 通常総会が開催されました
　酒田法人会の事業の推進に当たり、中心組織である「青年部会」「女性部会」「研修部会（三水会）」
の第13回通常総会が、親会に先立ってそれぞれ開催されました。

研修部会　４月17日㈬　12：45～　ベルナール酒田
女性部会　４月23日㈫　10：30～　ホテルリッチ＆ガーデン酒田
青年部会　５月 ９ 日㈭　18：00～　酒田駅前交流拠点施設ミライニ

　

過
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
女
性
部
会
総

会
で
は
、
各
議
題
に
お
い
て
ご
承
認
賜

り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
重
ね
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

部
会
長
２
年
目
は
４
月
の
広
島
市
で

開
催
さ
れ
た
第
18
回
法
人
会
全
国
女
性

　

総
会
に
お
い
て
令
和
５
年
度
事
業
報

告
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
名
の
卒
業
生

の
紹
介
が
あ
り
、
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
か

ら
も
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
青
年
部
の
活
動
に
は
３
つ
の

柱
が
あ
り
ま
す
。「
部
会
員
増
強
運
動
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会
に
役
員
一
同
で

参
加
し
、
酒
田
の
女
性
陣
の
パ
ワ
ー
を

再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
前
年
の

愛
媛
大
会
時
に
「
食
品
ロ
ス
」
に
対
し

再
認
識
す
る
機
会
を
得
て
、
今
年
度
は

更
に
進
ん
だ
活
動
に
し
よ
う
と
、
５
月

か
ら
「
庄
内
ち
い
き
食
堂
」
へ
の
食
品

や
物
品
提
供
（
会
社
や
自
宅
で
の
余
剰

品
）
及
び
調
理
支
援
等
を
始
め
、
役
員

一
同
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

６
月
７
月
は
青
年
部
と
の
共
同
事
業

で
あ
る
「
出
前
租
税
教
室
」、
女
性
部

の
継
続
事
業
「
税
に
関
す
る
絵
葉
書

コ
ン
ク
ー
ル
」、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
課

外
研
修
等
、
事
業
は
目
白
押
し
で
す
。

副
部
会
長
・
役
員
の
皆
様
と
共
に
協
力

し
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
々
に

「
租
税
教
室
」「
財
政
健
全
化
の
た
め
の

健
康
経
営
」
で
す
。
ど
の
組
織
の
青
年

部
も
会
員
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
青
年
部
に
お
い
て
も
同
様

に
会
員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
会
員
確
保
に
力
を
入

れ
て
、
組
織
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
会
、
親
睦
交
流
等
を
通
じ
て
次

代
を
担
う
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上

を
図
り
、
法
人
会
の
行
う
事
業
活
動
に

積
極
的
に
参
画
し
、
法
人
会
活
動
の
充

実
と
活
性
化
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
運
営
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
部
会

青
年
部
会

女性部会長
小野木聡美

青年部会長
大川　賢一

　

会
員
の
皆
様
、
研
修
部
会
の
活
動
に
日

頃
よ
り
ご
賛
同
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
研
修
部
会

（
三
水
会
）
通
常
総
会
に
お
い
て
、
部
会

長
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年

10
月
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
本
年
１
月
の

電
子
帳
簿
保
存
法
・
６
月
か
ら
の
定
額
減

税
制
度
導
入
等
へ
専
門
講
師
の
方
よ
り
事

前
に
講
義
を
賜
り
、
会
員
企
業
様
・
実
務

担
当
者
様
の
役
に
立
つ
例
会
を
事
業
計
画

通
り
毎
月
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
・
経
理
・
税
務
等
業
務
を
遂
行
し

て
い
る
会
員
同
士
の
人
脈
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
幅
広
い
知
識
向
上
と
そ
の
成
果
を

各
事
業
所
へ
の
反
映
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
例
会
参
加
と
ご

支
援
・
ご
鞭
撻
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

研
修
部
会
未
加
入
の
酒
田
法
人
会
会
員

企
業
様
で
、
研
修
部
会
の
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
事
前
に
事
務
局
に
連
絡
の
上
、

例
会
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
事
務
局
に
相

談
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

研
修
部
会
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

部
会
長
：
土
井　
　

淳

副
部
会
長
：
三
浦　

良
一

幹　
　

事
：
荒
井　
　

修
・
鍋
倉　
　

徹

　
　
　
　
　

池
田　

順
一
・
池
田　

信
也

　
　
　
　
　

鈴
木
啓
一
郎
・
齊
藤　

修
一

　
　
　
　
　

齊
藤　
　

薫

研
修
部
会
（
三
水
会
）研修部会長

土井　　淳

卒業生の皆さん卒業生の皆さん記念講演会講師の相馬佳苗氏を囲んで記念講演会講師の相馬佳苗氏を囲んで

令和６年度　３部会

令
和
６
年
度
卒
業
生

　

阿
部　

敦
、
堀　

多
恵
、
小
名　

明

　

栄
田　

勇
、
佐
藤
達
也
、
高
橋　

剛

　

五
十
嵐
渉

公益社団法人 酒 田 法 人 会 ⑹　令和６年７月１日　第26号


